
資料1
第38期第2回公運審

令和7年11月19日

公民館名 事業区分 講座名

成人教育事業 成人学校「野外学習　多磨霊園を歩く」

男女共同参画
教育事業

男女共同参画講座「男女の身体　不調の原因と対策ー楽しく乗り越え人生を
前向きに－」

青年教育事業 国際交流イベント「世界遺産 コンクラーベに沸いたヴァティカン市国」

成人教育事業 市民講座「古都奈良の歴史探訪-公民館deおとなの修学旅行-」

男女共同参画
教育事業

男女共同参画講座「第１回こがねい保育サポーター養成講座」

市民講座　一般教養や専門的知識「フタバスズキリュウがいた世界」

市民講座　一般教養や専門的知識「江戸の食文化とその特質」

成人教育事業

公民館事業の報告

貫井北分館

緑分館

東分館





火

企画実行委員・
担当職員感想

・好天に恵まれ、ある程度の著名人の墓を訪ねることができた。ただ、広大な敷地のうえ、同じような通路
も多くたどり着くまでに時間がかかった場合もあり、講座時間を若干過ぎてしまったことは課題となった。

企画実行委員 城⼾、坪井、⾈川、渡部 担当職員 鈴木 

参加者感想
（一部抜粋）

・貴重な地図が盛りだくさんで、とても学びになりました。見きれなかったところなどは、また
やってほしいです。
・一人ではわからない場所を案内していただいてありがとうございました。
・天候にも恵まれ大変良い学習でした。広いエリアなので続編があればありがたいです。

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 10月28日 10-12 多磨霊園にある著名人墓地の一部を巡る。 塚田善久（歴史愛好家）

実施場所 多磨霊園内
７０代 2人 貫井南町 1人
８０代以上 市外（在勤・在学）

受付方法 メールと往復はがき
５０代 1人 桜町 1人
６０代 12人 貫井北町 1人

募集方法
市報こがねい10月1日号、月刊こうみんかん10月号、ポス
ター・チラシ、市ＨＰ、東センターＨＰ、東分館X

３０代 前原町 3人
４０代 本町 2人

対象者 市内在住・在勤・在学の方
15歳以上 緑町 3人
２０代 中町

施設名 事業名 講座名

東分館 成人教育事業 成人学校「野外学習 多磨霊園を歩く」

目的・ねらい

多磨霊園は日本で最初の公園風景を採用した墓地であり、多くの著名人が眠ってい
る。そこで、実際に多磨霊園へ出向き、一部の著名人墓地を道路から眺め、講師より
説明を受けることで学びを深める。

定員 16人 応募者数 43人 区分 実人数 区分 実人数

8人 7人 中学生 関野町

東町 4人
梶野町受講者数

（延べ数）
男 女

保育 なし 参加費 なし 小学生未満
そのほか 小学生

15人
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木

木

受講者数
（延べ数） (25人)

男 女
保育 希望なし 参加費 なし 小学生以下

19人 そのほか 小学生 1人
4人 15人 中学生 関野町

東町 3人
梶野町

施設名 事業名 講座名

東分館 男女共同参画
教育事業

男女共同参画講座「男女の身体 不調の原因と対策ー楽しく乗り越え人生を前向きにー」

目的・ねらい

幅広い年代で起きる不定愁訴の原因の一つは、ホルモンバランスの変化による自立神経の乱れ
であると言われている。そこから精神的な症状や様々な身体的症状も出現する。男女でお互い
の身体とその治療法について知るとともに、簡単な運動や自律神経やホルモンバランスを整え
る食事など日常でできる対策を知り、乗り越えるきっかけとする。

定員 24人 応募者数 19人 区分 実人数 区分 実人数

対象者 当初、市内在住・在勤・在学の方としたが、応募が少なく
「どなたでも」に変更した。

15歳以上 緑町 1人
２０代 中町

募集方法 市報こがねい9月１5日号、月刊こうみんかん9月号、市Ｈ
Ｐ、東センターＨＰ、東分館X、ポスター・チラシ

３０代 前原町 2人
４０代 4人 本町 1人

受付方法 メール、往復はがき
５０代 6人 桜町 1人
６０代 3人 貫井北町 3人

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 10月23日 14-16 男女の身体の年代による変化と対策

2 10月30日 14-16 食べて元気に！不調を乗り越える食事

菊地志麻（一般社団法人ちぇぶら講師）

実施場所 東分館集会室Ａ・Ｂ
７０代 5人 貫井南町 1人
８０代以上 1人 市外（在勤・在学） 6人

浅野まみこ（管理栄養士）

企画実行委員・
担当職員感想

初めは「男女の更年期」を講座のテーマにしようとしたが、地域性を考えたのと保育付き講座に
したため、もっと幅広い層での参加をしやすくするため、標記のとおりに題名を変えた。特に第
2回目はコンビニ外食研究家でもある管理栄養士の先生の講座で、結果幅広い年代に役立ち楽し
める講座になった。

企画実行委員 城⼾、小林 担当職員 大﨑

参加者感想
（一部抜粋）

・１回目２回目とも講師の先生の話がわかりやすくてよかった。
・すばらしい講師を招いての講座、ありがとうございました。
・とても有意義な時間を過ごすことができました。ためになるお話を伺えてよかったです。
・テンポよく、内容が濃く理解しやすかった。あっという間の２時間だった。
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月

月

企画実行委員・
担当職員感想

・寺村先生のツボを押さえた説明がわかりやすかった、映画「コンクラーベ」の上映に合わせた
企画でタイムリーだった。

企画実行委員 植竹、川上、寺沢 担当職員 伊藤

参加者感想
（一部抜粋）

・遠い遠いヴァティカン市国が、身近に感じられ、訪ねてみたくなった。素晴らしい経験を得ら
れたことに感謝します。
・面白過ぎて、時間が足りなかった。次回希望。続編をぜひ聴講したいです。
・先生のお話は、とても聞きやすく、わかりやすく、興味深くきかせていただきました。ありが
とうございました。
・久しぶりにこのような講座に参加し、脳に刺激を与えられ、毎月ののんびりした生活にリフ
レッシュ感が得られました。
・係の方をご紹介するなら、ぜひ前面へ、振り返ってご挨拶って変です。
・受付時間（13：45）を守って欲しい。ロビーで待っていたのに、先に案内されていた人がいた
のが、残念だった。
・プロジェクターがもう少し見やすいものになると、より楽しそうです（絵画や写真）

2 9月29日 14-16
教皇選挙と歴史を動かした教皇たち（講
義）

寺村奈津子 （NPO法人世界遺産アカ
デミー認定講師）

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 9月22日 14-16 世界遺産ヴァティカン市国の魅力（講義）
寺村奈津子 （NPO法人世界遺産アカ
デミー認定講師）

実施場所 緑分館学習室ＡＢＣ
７０代 11人 貫井南町 3人
８０代以上 4人 市外（在勤・在学）

受付方法 メール、往復はがき
５０代 5人 桜町 1人
６０代 17人 貫井北町 5人

募集方法
市報、ポスター、チラシ、市HP、緑センター
HP、緑センターX

３０代 1人 前原町 3人
４０代 2人 本町 6人

対象者 市内在住・在勤・在学
15歳以上 緑町 10人
２０代 中町 5人

東町 5人

受講者数
（延べ数）

40人 男 女 そのほか 小学生 梶野町
保育 なし 参加費 なし 小学生以下

2人
(68人) 13人 27人 中学生 関野町

施設名 事業名 講座名

緑分館 ⻘年教育事業 国際交流イベント「世界遺産 コンクラーベに沸いたヴァティカン市国」

目的・ねらい
ヴァティカン市国の世界遺産を通して、その歴史や文化などを知り、世界遺産の意義
や、その国や人々の生活と文化などに対する理解を深める。

定員 30人 応募者数 46人 区分 実人数 区分 実人数
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金

金

企画実行委員・
担当職員感想

古都奈良の歴史に興味を持つ方が多く、応募者多数により定員を増員しての開催であった。奈良
の文化財の説明だけでなく、国内外の歴史や政治との繋がりも詳しく説明がある等、内容が濃く
資料も非常に充実していた。内容が膨大すぎて講座の回数とボリュームがあっていなかったり、
タイトルのおとなの修学旅行のタイトルに中身を合わせる努力も必要だとの意見が出た。また、
前説で５分前に配布資料の確認などをし講座を開始したが、定時に講座を始めた方がよいという
意見があった。プロジェクター投影のために、部屋はずっと暗く、画面は細かい文字も多く見に
くかったなど、会場や機材の改善点もあったが、講座の満足度は高く、充実した講座となった。

企画実行委員 大蔵、宮本、植竹 担当職員 大津

参加者感想
（一部抜粋）

・再度、改めて奈良へ行きたいと思いました。
・興味はあってもなかなか自分では詳しく調べることができないテーマでしたので、とても勉強
になり、自分で奈良を訪れる際に資料を持っていこうと思います。
・観光案内的？な内容と思っていたので、専門的なお話にびっくりしました。
・歴史背景など詳しく説明されるのはよかったが、内容のボリュームから思うに、２回の講義で
は無理だと思う。少なくとも３回は必要。

2 9月19日 10-12
歴史探訪（奈良②〜平安〜室町〜安⼟桃⼭
〜江⼾〜明治〜現代）

⾺淵務（⼩金井史談会副会⻑）

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 9月5日 10-12 歴史探訪（弥⽣〜古墳〜⾶⿃〜奈良①） ⾺淵務（⼩金井史談会副会⻑）

実施場所 緑分館学習室ABC
７０代 14人 貫井南町 4人
８０代以上 7人 市外（在勤・在学）

受付方法 メール、往復はがき
５０代 4人 桜町 2人
６０代 11人 貫井北町 1人

募集方法 市報、ポスター・チラシ、市ＨＰ、緑センターＨ
Ｐ、緑センターＸ

３０代 前原町 3人
４０代 本町 5人

対象者 市内在住、在勤、在学
15歳以上 緑町 13人
２０代 中町 2人

東町 5人

受講者数
（延べ数）

36人 男 女 そのほか ⼩学⽣ 梶野町
保育 無 参加費 なし ⼩学⽣以下

1人
（66人） 12人 24人 人 中学⽣ 関野町

施設名 事業名 講座名

緑分館 成人教育事業 市⺠講座「古都奈良の歴史探訪-公⺠館deおとなの修学旅行-」

目的・ねらい
古都奈良は、1250年前まで日本の政治の中心地であり、古代文化を今に残す多くの文
化財が存在している。本講座では、2回に分けて古都奈良の歴史を学び、文化財を探
訪し、学⽣時代修学旅行で学んだ奈良を、もう一度学びなおす。

定員 30人→40人 応募者数 86人 区分 実人数 区分 実人数
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金

木

木

木

企画実行委員・
担当職員感想

講座終了後、１２人がこがねい保育サポーターとして登録。（辞退者は６０歳代女性と、７０
歳代男性）１０月からの保育に、先輩保育サポーターと保育開始。受講者の感想から、それぞ
れの生涯学習、地域の課題解決としてチームで子育て支援に関わる地域共生につながる社会教
育としての学びを深めたことが伺えました。

企画実行委員 大蔵、川上 担当職員 伊藤

参加者感想
（一部抜粋）

・ふだん分からなかった所を聞けて勉強になりました。グループディスカッションの時も、先
生のほめ方がうれしかった。自信につながりました。
・保育サポーター、子育て支援に興味はありましたが、自信もなく…と感じていたところ、先
生の「チームで動く」という言葉が響きました。
・子どもの心理を学べ、自分の子育てで実施していた事が共通であったことにうれしさと安心
を感じました。気持ちを理解してゆくことの大切さとそれを声がけすることを大事にしたいで
す。
・保育中の危険が沢山あることを知りました。年齢によっても気をつけるところが違うのも知
ることができて良かったです。石井先生の医師としての視点からの説明もとても良かったで
す。

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

4 10月2日 10-12 保育で楽しめるわらべ歌やふれあい遊び 榎⽥光代(うめのき保育園元園⻑）

3 9月25日 10-12 安心・安全な保育室 石井のぞみ（白梅学園大学 教授）

1 9月12日

2人
８０代以上 市外（在勤・在学）

実施場所 緑分館視聴覚室ほか
７０代 2人 貫井南町

1人
６０代 2人 貫井北町 1人

受付方法 メール、往復はがき
５０代 6人 桜町

1人
４０代 4人 本町

募集方法
市報、ポスター、チラシ、市HP、緑センター
HP、緑センターX

３０代 2人 前原町

対象者 市内在住・在勤・在学
15歳以上 緑町 6人
２０代 中町 3人

施設名 事業名 講座名

緑分館
男女共同参画
教育事業

男女共同参画講座「第１回こがねい保育サポーター養成講座」

(61人) 1人 15人 中学生 関野町 1人

東町 1人

受講者数
（延べ数）

16人 男 女 そのほか 小学生

10-12 乳幼児の心の発達と保育者のかかわり
高城絵里子（⽥園調布学園大学 准
教授）

2 9月18日 10-12 子育て支援の意義
澤絵里(公認心理師・臨床心理士、
セラピールームコルト代表）

目的・ねらい

子育て中の保護者の学習支援として、公⺠館主催講座に気軽に参加できるように、
子どもの見守りをする保育サポーター養成、および子育て支援に興味がある方など
の生涯学習、また保育サポーター間の交流を通した「市⺠がともに参画する地域づ
くりや市⺠活動の推進」。（第６次男女共同参画行動計画 基本目標Ⅱ④）

定員 16人 応募者数 16人 区分 実人数 区分 実人数

梶野町
保育 あり 参加費 なし 小学生以下
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土

施設名 事業名 講座名

貫井北分館 成人教育事業 市⺠講座 ⼀般教養や専門的知識「フタバスズキリュウがいた世界」

目的・ねらい
人類誕生前のはるか以前の時代であるフタバスズキリュウが生息した時代について学
び、知識を深めることを目的とする。

定員 36人 応募者数 47人 区分 実人数 区分 実人数
東町

受講者数
（延べ数）

37人 男 女 そのほか 小学生 10人 梶野町
保育 参加費 小学生以下

14人 12人 11人 中学生 2人 関野町

対象者 市内在住・在学・在勤の方。
15歳以上 緑町 9人
２０代 中町 2人

募集方法 市報、ポスター、チラシ、市HP、X
３０代 1人 前原町 2人
４０代 5人 本町 8人

受付方法 Eメール、往復はがき
５０代 5人 桜町 1人
６０代 5人 貫井北町 5人

実施場所 公⺠館貫井北分館学習室AB
７０代 7人 貫井南町 3人
８０代以上 2人 在勤・在学 7人

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 10月11日 10-12 「フタバスズキリュウの世界」講演（学AB）佐藤 たまき さん（神奈川大学教授）

5

2

3

企画実行委員・
担当職員感想

幅広い世代（６歳〜89歳が参加）が学べる講座で社会教育の観点よりとても良い講座でした。⼦
ども達も積極的に質問をし、講師も丁寧に答えるスタイルでとても活気のある講座となった。人
気講座のため定員を増員したが、無断欠席が３名あった。

企画実行委員 岸川、塚田、森 担当職員 原田

参加者感想
（⼀部抜粋）

・恐⻯初⼼者の私には、歴史全体の概略をわかりやすいスライド、説明で知ることができ、楽し
い時間でした。とても有意義な時間でした。
・恐⻯の定義の話が勉強になりました。
・知らない生き物も学べたし、何年か前に何があったとかいろいろなことを学べてよかった。

4
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金

企画実行委員・
担当職員感想

江⼾時代の⽇本の⽂化は庶⺠から広がっていったことを丁寧に講演してもらい、非常にわかりや
すい講座であった。続きの講演を希望する声が多数あった。

企画実行委員 岸川 担当職員 原田

参加者感想
（一部抜粋）

・江⼾の⾷⽂化の切り⼝をソバの側⾯から分析しており、楽しく聞かせていただきました。
・⽇本の⽂化が庶⺠中⼼であったことが判り、⼤変⾯⽩かった。
・お話のすすめ方、お話の速度、聞きやすくて内容も満足でした。世界で評価されている⽇本の
伝統⽂化、特に⾷⽂化を私も⼤切にしていきたいと思います。

4

5

2

3

回 ⽇程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 10月31⽇ 10-12 「江⼾の⾷⽂化とその特質」講演（学AB） 市川 寛明 さん（江⼾東京たてもの園園⻑）

実施場所 公⺠館貫井北分館学習室AB
７０代 14人 貫井南町 3人
８０代以上 2人 在勤・在学 1人

受付方法 Eメール、往復はがき
５０代 3人 桜町
６０代 8人 貫井北町 3人

募集方法 市報、ポスター、チラシ、市HP、X
３０代 1人 前原町 4人
４０代 3人 本町 8人

対象者 市内在住・在学・在勤の方。
15歳以上 緑町 6人
２０代 1人 中町 3人

東町 4人

受講者数
（延べ数）

32人 男 女 そのほか 小学生 梶野町
保育 参加費 小学生以下

14人 13人 5人 中学生 関野町

施設名 事業名 講座名

貫井北分館 成人教育事業 市⺠講座 一般教養や専門的知識「江⼾の⾷⽂化とその特質」

目的・ねらい 江⼾町⺠の⾷⽂化とその⾷がどのように根付いていったかについて学ぶ。

定員 36人 応募者数 38人 区分 実人数 区分 実人数
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